
東大プロジェクト世界史補習に参加した生徒へ 

補習で取り扱った東大 2021の第１問（大論述）の解答例として 

大手予備校の解答例を３つ取り上げました。網掛けの部分は各予備

校で差が出ている部分です。比較してみてください。 

 

解答例１  

ゲルマン人の侵入で打撃を受けた西ローマ帝国が５世紀後半に滅亡 

し、旧領にはゲルマン諸国家が分立した。フランク王国の創始者ク 

ローヴィスが正統教義のアタナシウス派に改宗し、ローマ系住民を 

取り込む一方、ローマ教会は教皇グレゴリウス１世のゲルマン布教 

などで影響力を拡大した。東ローマ帝国は、６世紀に北アフリカの 

ヴァンダルやイタリアの東ゴートといったアリウス派国家を征服し 

たが、 まもなく西地中海から後退し、７世紀に成立したイスラー

ム勢力にシリア・エジプトを奪われ、バルカン半島はスラヴ人など

が移住して領土が縮小した。イスラーム勢力は、ジズヤ支払いを条

件に、キリスト教世界で抑圧された人々の支持を得て拡大し、北ア

フリカを征服して、８世紀にはイベリア半島の西ゴート王国を滅ぼ

した。聖像画の崇拝をめぐり東西教会の分裂が決定的となると、ロ

ーマ教会は、イスラームの北上を阻止したフランク王国に接近し西

ヨ―ロッパ主要部を統一したカール大帝への戴冠を行い、ラテン語

を権威とするカトリック文化圏が自立した。イスラーム世界では、

マワーリーにジズヤを課したウマイヤ朝をアッバース朝が倒し、ア

ラビア語を公用語にムスリムの平等を原則とするイスラーム文化圏

が実現した。東ローマ帝国では、バルカン半島に南下したブルガー

ル人やスラヴ人への布教を進め、コンスタンティノープル教会を中

心にギリシア語を公用語とする正教文化圏が形成されていった。 
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解答例２ 

西欧ではゲルマン人の大移動が続き、５世紀後半に西ローマ帝国が

滅亡した。代わってフランク王国はクロ―ヴィスがアタナシウス派

に改宗し、旧ローマ系の住民と融和して勢力を拡大した。６世紀半

ば、ビザンツ帝国のユスティニアヌス帝がローマ帝国の復活を目指

して征服事業を行ったが、没後に放棄された。７世紀頃からビザン

ツ帝国はギリシア語が公用語となり、ギリシア正教を基盤とする文

化圏を確立した。その過程で、異端の単性論派を弾圧したため、 シ

リアやエジプト住民の反発を招いた。イスラーム勢力はこれらの不

満を吸収する形で地中海に進出した。しかし、ウマイヤ朝では改宗

したマワーリーにもジズヤを課していたため非アラブ人の不満が高

まり、８世紀半ばにアッバース朝がウマイヤ朝を滅ぼすと、ムスリ

ムの平等が達成されて住民のイスラーム化が進み、イスラーム帝国

が完成した。同時期にビザンツ帝国のレオン３世はキリスト教圏の

綱紀粛正のために聖像禁止令を発布したが、６世紀末の教皇グレゴ

リウス１世以降に聖像画を用いたゲルマン人への布教を進めていた

カトリック教会は反発し、トゥール＝ポワティエ間の戦いでウマイ

ヤ朝を破っていたフランク王国に接近した。教皇レオ３世はカール

大帝を西ローマ皇帝として戴冠させ、ゲルマン・カトリック・ロー

マの文化が融合した西欧世界が確立した。両キリスト教会はバルカ

ン半島に移住したスラヴ人への布教を進めて勢力圏拡大を競った。  
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解答例３ 

５世紀に西地中海で異教やアリウス派を信奉するゲルマン人国家が 

分立し、西ローマ帝国が滅びた。ゲルマン系のフランク王国はクロ 

―ヴィスのアタナシウス派への改宗によりローマ教会と連携して台

頭した。６世紀に東ローマのユスティニアヌス帝は地中海世界を再

統一したが、帝の死後統一は崩れ、７世紀にはトルコ系ブルガール

人やイスラーム化したアラブ人の侵入で東ローマ領はバルカン半島 

とアナトリアに限定され、ギリシア語を公用語とするビザンツ帝国

に変質した。西方では教皇グレゴリウス１世のゲルマン布教でカト 

リック文化圏の形成が進んだ。一方、アラブ人はウマイヤ朝の下で 

アラビア語を公用語として異教徒を支配した。８世紀にイベリア半

島に侵入したウマイヤ朝をフランク王国が撃退し、イスラームに対

抗してビザンツ皇帝レオン３世が聖像画（イコン）を禁止すると、 

東西キリスト教世界は対立した。フランク王国はローマ教会と結ん

で領域を拡大しつつラテン語による文化復興を進め、カールがロー

マ皇帝となって教皇とともにビザンツ皇帝から独立、ラテン・カト

リック文化圏を形成した。一方アッバース家がアラブ人支配に不満

を抱いたイラン系マワーリーの支持を得てウマイヤ朝を倒し、ムス

リムのジズヤを廃止して平等を実現し、アラブ・イスラーム文化圏

を形成した。９世紀にはビザンツ帝国がスラヴ人・ブルガール人に

ギリシア語で布教を進め、ギリシア・ビザンツ文化圏を形成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

 


